
重点（4）　地域活動における男女共同参画の促進

《第3次千葉県男女共同参画計画》平成27年度事業　評価シート 施策コード 109
(10の再掲)

１　事業の概要
Ⅱ 基本的な課題 5 施策の方向 ⑤ 施策番号 1

決算額(千円)

全市町村 実績 ４３市町村

２　事業の実施結果

３　評価
（1）男女共同参画の視点からのチェック（該当する項目のみ記載）

No. チェック

1

2 ○

3

No. チェック

4 ○

5 ○

6 ○

No. チェック

7

8

9

（2）改善点等

４　委員意見

（任意記載）

＜改善した点＞
　「幼稚園出前講座」や「中学校出前講座」、「落語と寸劇による講演」など幅広い世代をターゲットにし
た取組により有効な意識啓発ができた。
＜課題・今後改善すべき点＞
　市町村からの推薦をもとに地域推進員を委嘱しているところであるが、H28.3.31現在、１１市町において
地域推進員が未設置である。
　また、中高年の女性が多く、若年世代や男性が少ないため、地域推進員未設置市町に対し、あらゆる機会
を通して積極的な推薦を依頼していくことが必要である。

　男女共同参画社会の実現のために重要な事業である。地域ごとに工夫した事業が展開されていることは評
価できる。県としても活発な事業が展開できるよう支えていただきたい。
 １１市町では、地域推進員が未設置なので、不在市町村への働きかけを継続し、早期に不在を無くして欲し
い。

★視点２　受益の公平性
チェック項目 説明

女性、男性双方にとって利用しやすい形態（情報提供、
時間帯、その他の配慮（育児・介護の便宜）等）となっ
ているか

実
施
結
果
・
効
果

事業を利用・参加した人々の性別データが存在するか

男女のいずれか一方に偏った受益となっていないか

固定的な性別役割分担意識の解消に向けた啓発となった
か

（任意記載）

★視点３　男女共同参画社会形成への貢献
チェック項目 説明

ワーク・ライフ・バランスの啓発、促進に貢献したか

事業分野における女性、男性の参画の促進に貢献したか

指標名等 千葉県男女共同参画地域推進員設置市町村数

目標

平成２７年度末には、４３市町村、６９名の推進員を委嘱している。
【活動内容】県内６地域で推進員の企画によるフォーラム等を実施（１４事業　参加者数１，５５１名）

企
画
・
立
案
過
程

★視点１　企画への参画
チェック項目 説明

事業内容や事業の設計が、固定的な性別役割分担を前提
としたものになっていないか

企画、立案過程で女性、男性双方が参画したか

性に起因する問題に配慮したか（防災・健康分野に係る
もの）

（任意記載）

数値目標など

事　業　名 千葉県男女共同参画地域推進員制度の充実

担　当　課 男女共同参画課

基本目標
当初予算額（千円） 1,934 1,551

事業の概要・
目的

　本県における男女共同参画への取組状況や課題は地域によって異なることから、男女共同参
画社会づくりを効果的に推進するためには、それぞれの地域特性を踏まえた取組が不可欠であ
るため、地域における県民や行政とのパイプ役となり、地域に根ざした活動を行う「男女共同参
画地域推進員（以下、「推進員」という。）」を、各市町村から推薦を受けて知事が委嘱することに
より、県民、市町村、県が一体となった男女共同参画の推進を目指す。
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１　事業の概要
Ⅱ 基本的な課題 5 施策の方向 ⑤ 施策番号 2

決算額(千円)

1,000人 実績

２　事業の実施結果

３　評価
（1）男女共同参画の視点からのチェック（該当する項目のみ記載）

No. チェック

1

2 ○

3

No. チェック

4 ○

5 ○

6 ○

No. チェック

7

8

9

（2）改善点等

数値目標など

事　業　名 ちばＮＰＯ月間（11/23～12/23）の実施 　※ 「ちば県民活動PR月間」と改称

担　当　課 県民生活・文化課

基本目標
当初予算額（千円） 1,065 1,030

事業の概要・
目的

　より多くの県民にNPOやボランティアのことを知っていただき、さらにNPO・ボランティア活動へ
の参加につなげていくため、「ちば県民活動PR月間（11/23～12/23）」を設けて、この期間内に市
町村やNPOと連携・協力して多様な普及啓発活動を県内各地域で集中的に展開する。

企
画
・
立
案
過
程

★視点１　企画への参画

チェック項目 説明

事業内容や事業の設計が、固定的な性別役割分担を前提と
したものになっていないか

（任意記載）

企画、立案過程で女性、男性双方が参画したか
協力を得た市民活動団体の構成員は
男女双方とも含まれている。

性に起因する問題に配慮したか（防災・健康分野に係るも
の）

★視点２　受益の公平性

チェック項目 説明

女性、男性双方にとって利用しやすい形態（情報提供、時
間帯、その他の配慮（育児・介護の便宜）等）となってい
るか

指標名等 県民活動フェスティバルへの参加人数

目標 2,300人

①ちば県民活動フェスティバル2015の開催。参加者：2,300人
②ちば県民活動ＰＲ月間賛同行事として期間中に開催される市町村・市民活動団体の普及啓発イベントで広報支援を
行った。
　賛同市町村・市民活動団体（16市町村・5団体）

実
施
結
果
・
効
果

事業を利用・参加した人々の性別データが存在するか
県が設置したブースへの参加割合は女
性が上回った（約63％）。

男女のいずれか一方に偏った受益となっていないか
不特定多数の一般県民を対象とした。

固定的な性別役割分担意識の解消に向けた啓発となったか

ワーク・ライフ・バランスの啓発、促進に貢献したか

事業分野における女性、男性の参画の促進に貢献したか

（任意記載）

＜改善した点＞
　特になし。

＜課題・今後改善すべき点＞
　男女公平な施策の受益について、引き続き配慮したものとしていきたい。

土曜日の開催であり、双方とも参加し
やすい日程とした。

（任意記載）

★視点３　男女共同参画社会形成への貢献

チェック項目 説明
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１　事業の概要
Ⅱ 基本的な課題 5 施策の方向 ⑤ 施策番号 2

決算額(千円)

月1回以上
発行

実績

２　事業の実施結果

３　評価
（1）男女共同参画の視点からのチェック（該当する項目のみ記載）

No. チェック

1

2

3

No. チェック

4

5

6

No. チェック

7

8

9 ○

（2）改善点等

数値目標など

事　業　名 ホームページ、ニュースレター（月刊誌）、メールマガジンを活用した広報啓発

担　当　課 県民生活・文化課

基本目標
当初予算額（千円） 0 0

事業の概要・
目的

　県内のＮＰＯ・ボランティア団体の運営や活動を進めるうえで必要な情報を収集し、提供すると
ともに、県民が自主的な地域貢献活動に参加しやすくするため、ＮＰＯやボランティアに関する情
報を「ちばＮＰＯ情報ネット」やニュースレター、メールマガジンにより発行・配信する。

企
画
・
立
案
過
程

★視点１　企画への参画

チェック項目 説明

事業内容や事業の設計が、固定的な性別役割分担を前提と
したものになっていないか

（任意記載）

企画、立案過程で女性、男性双方が参画したか

性に起因する問題に配慮したか（防災・健康分野に係るも
の）

★視点２　受益の公平性

チェック項目 説明

女性、男性双方にとって利用しやすい形態（情報提供、時
間帯、その他の配慮（育児・介護の便宜）等）となってい
るか

指標名等 ニュースレター、メールマガジンの発行回数

目標
ニュースレター:　12回
メールマガジン:　24回

　千葉県のＮＰＯ関連の事業や講座、協働事業や助成金、イベント、ボランティア募集の情報等を配信することにより、
既にＮＰＯ・ボランティア活動に参加している人にも、これから参加したい人にも役立つものとした。
　ニュースレター発行12回、メールマガジン発行24回

実
施
結
果
・
効
果

事業を利用・参加した人々の性別データが存在するか

男女のいずれか一方に偏った受益となっていないか

固定的な性別役割分担意識の解消に向けた啓発となったか

ワーク・ライフ・バランスの啓発、促進に貢献したか

事業分野における女性、男性の参画の促進に貢献したか
女性、男性を問わず、希望者への情報
提供となっている。

（任意記載）

＜改善した点＞
　特になし。

＜課題・今後改善すべき点＞
　男女公平な施策の受益について、引き続き配慮したものとしていきたい。

（任意記載）

★視点３　男女共同参画社会形成への貢献

チェック項目 説明
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１　事業の概要
Ⅱ 基本的な課題 5 施策の方向 ⑤ 施策番号 2

決算額(千円)

12回 実績

２　事業の実施結果

３　評価
（1）男女共同参画の視点からのチェック（該当する項目のみ記載）

No. チェック

1

2

3

No. チェック

4 ―

5 ―

6 ○

No. チェック

7

8

9 ○

（2）改善点等

数値目標など

事　業　名 県民ＮＰＯ講座・出前説明会の開催

担　当　課 県民生活・文化課

基本目標
当初予算額（千円） 0 0

事業の概要・
目的

　県民や県内の市町村、企業、団体などが主催する研修会等に対して県職員が赴き、ＮＰＯに
関する基礎知識、活動状況、法制度などについて説明することにより、市民活動を普及・啓発す
ることを目的とする。

企
画
・
立
案
過
程

★視点１　企画への参画

チェック項目 説明

事業内容や事業の設計が、固定的な性別役割分担を前提
としたものになっていないか

（任意記載）

企画、立案過程で女性、男性双方が参画したか

性に起因する問題に配慮したか（防災・健康分野に係る
もの）

★視点２　受益の公平性

チェック項目 説明

女性、男性双方にとって利用しやすい形態（情報提供、
時間帯、その他の配慮（育児・介護の便宜）等）となっ
ているか

指標名等 県民ＮＰＯ講座・出前説明会の開催回数

目標 7回

　年間7件開催、参加者合計139人
　（内訳）
　　NPO法人設立関係　　5件
　　NPOの基礎知識など　2件

実
施
結
果
・
効
果

事業を利用・参加した人々の性別データが存在するか
要請に応じて実施する形態のため、特
に把握していない。

男女のいずれか一方に偏った受益となっていないか
女性、男性を問わず、要請に応じて実
施している。

固定的な性別役割分担意識の解消に向けた啓発となった
か

ワーク・ライフ・バランスの啓発、促進に貢献したか

事業分野における女性、男性の参画の促進に貢献したか
女性、男性を問わず、要請に応じて実
施している。

（任意記載）

＜改善した点＞
　特になし。

＜課題・今後改善すべき点＞
　男女公平な施策の受益について、引き続き配慮したものとしていきたい。

要請に応じて実施する形態のため、特
に把握していない。

（任意記載）

★視点３　男女共同参画社会形成への貢献

チェック項目 説明
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１　事業の概要
Ⅱ 基本的な課題 5 施策の方向 ⑤ 施策番号 2

決算額(千円)

－ 実績

２　事業の実施結果

３　評価
（1）男女共同参画の視点からのチェック（該当する項目のみ記載）

No. チェック

1

2

3

No. チェック

4

5

6

No. チェック

7

8

9 ―

（2）改善点等

数値目標など

事　業　名 「民が民を支える地域資源循環システム」の普及促進

担　当　課 県民生活・文化課

基本目標
当初予算額（千円） 0 0

事業の概要・
目的

　県民、企業等が資金・物品・人材等の地域資源をＮＰＯに提供する仕組みである「地域資源循
環システム『ちばのＷＡ！』」の活用を広く呼びかけ、当該システムを通したＮＰＯの情報発信や
県民・企業等の資源提供を促進する。

企
画
・
立
案
過
程

★視点１　企画への参画

チェック項目 説明

事業内容や事業の設計が、固定的な性別役割分担を前提と
したものになっていないか

（任意記載）

企画、立案過程で女性、男性双方が参画したか

性に起因する問題に配慮したか（防災・健康分野に係るも
の）

★視点２　受益の公平性

チェック項目 説明

女性、男性双方にとって利用しやすい形態（情報提供、時
間帯、その他の配慮（育児・介護の便宜）等）となってい
るか

指標名等 システムを活用して地域資源（物品）が提供された実績

目標 －

　平成２４年度に実施した県民活動促進事業により構築したウェブサイト等を活用するため、サイト等の使用を希望す
る団体に使用を許諾することで、民が民を支える仕組みの普及継続を図った。

実
施
結
果
・
効
果

事業を利用・参加した人々の性別データが存在するか

男女のいずれか一方に偏った受益となっていないか

固定的な性別役割分担意識の解消に向けた啓発となったか

ワーク・ライフ・バランスの啓発、促進に貢献したか

事業分野における女性、男性の参画の促進に貢献したか

（任意記載）

＜改善した点＞
　特になし。

＜課題・今後改善すべき点＞
　特になし。

（任意記載）

★視点３　男女共同参画社会形成への貢献

チェック項目 説明
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１　事業の概要
Ⅱ 基本的な課題 5 施策の方向 ⑤ 施策番号 2

決算額(千円)

- 実績

２　事業の実施結果

３　評価
（1）男女共同参画の視点からのチェック（該当する項目のみ記載）

No. チェック

1

2

3

No. チェック

4

5 ○

6

No. チェック

7

8

9 ○

（2）改善点等

数値目標など

事　業　名 地域づくり情報広場における情報提供

担　当　課 政策企画課

基本目標
当初予算額（千円） 0 0

事業の概要・
目的

　地域活力の向上を目的に、各地域で活動している地域づくり活動団体の特色ある取組を中心
に、インターネットを通して情報提供することで、団体相互の交流・連携を促進するとともに、地
域活動へ興味がある県民へ向けての紹介の場とすることで、県民の地域活動を活性化させるこ
とを目指す。

企
画
・
立
案
過
程

★視点１　企画への参画

チェック項目 説明

事業内容や事業の設計が、固定的な性別役割分担を前提
としたものになっていないか

（任意記載）

企画、立案過程で女性、男性双方が参画したか

性に起因する問題に配慮したか（防災・健康分野に係る
もの）

★視点２　受益の公平性

チェック項目 説明

女性、男性双方にとって利用しやすい形態（情報提供、
時間帯、その他の配慮（育児・介護の便宜）等）となっ
ているか

指標名等 －

目標 -

　地域づくり情報広場に、市町村からの推薦による各地で活躍している地域づくり活動団体を256組掲載し
た。また、本サイトへの平成２７年度のアクセス件数は、90,268件となり、平成２６年度に比べ,803件増加
した。掲載団体については、別添のとおり。

実
施
結
果
・
効
果

事業を利用・参加した人々の性別データが存在するか
地域づくり活動団体の代表者の性別及び構成
員の男女別人数について掲載している。

男女のいずれか一方に偏った受益となっていないか

固定的な性別役割分担意識の解消に向けた啓発となった
か

ワーク・ライフ・バランスの啓発、促進に貢献したか

事業分野における女性、男性の参画の促進に貢献したか
男女の地域づくり活動への参画促進に寄与するため、地域づ
くり活動団体の代表者の性別及び構成員の男女別人数につ
いて掲載している

（任意記載）

＜改善した点＞
　地域づくり活動において、性別の偏りがない参画を促進するため、地域づくり活動団体の代表者の性別と
構成員の男女別人数について引き続き掲載している。

＜課題・今後改善すべき点＞
　女性・男性の参画を更に推進していくため、最新の情報に更新していくことが必要である。

（任意記載）

★視点３　男女共同参画社会形成への貢献

チェック項目 説明



重点（4）　地域活動における男女共同参画の促進

《第3次千葉県男女共同参画計画》平成27年度事業　評価シート 施策コード 115

１　事業の概要
Ⅱ 基本的な課題 5 施策の方向 ⑤ 施策番号 3

決算額(千円)

- 実績

２　事業の実施結果

３　評価
（1）男女共同参画の視点からのチェック（該当する項目のみ記載）

No. チェック

1

2

3

No. チェック

4

5 ○

6 ○

No. チェック

7

8

9 ○

（2）改善点等

数値目標など

事　業　名 団塊の世代や高齢者等の地域活動への参画支援

担　当　課 高齢者福祉課

基本目標
当初予算額（千円） 267,428 267,428

事業の概要・
目的

　団塊の世代や高齢者等の地域活動への参画支援

企
画
・
立
案
過
程

★視点１　企画への参画

チェック項目 説明

事業内容や事業の設計が、固定的な性別役割分担を前提
としたものになっていないか

（任意記載）

企画、立案過程で女性、男性双方が参画したか

性に起因する問題に配慮したか（防災・健康分野に係る
もの）

★視点２　受益の公平性

チェック項目 説明

女性、男性双方にとって利用しやすい形態（情報提供、
時間帯、その他の配慮（育児・介護の便宜）等）となっ
ているか

指標名等 －

目標 -

　卒業生等の地域活動を支援するため、９名のコーディネーターを各学園に配置し、市町村等からの求人情
報の収集や卒業生の相談を実施した。また、高齢者が地域で活動していく上での知識や技術、ノウハウの習
得についての支援を行うなど、地域活動への参加を後押しした。

実
施
結
果
・
効
果

事業を利用・参加した人々の性別データが存在するか
入学者データ上に存在する。

男女のいずれか一方に偏った受益となっていないか
男女の別なく入学者募集を行った。
（H28年度入学生の男女比はほぼ５：
５）

固定的な性別役割分担意識の解消に向けた啓発となった
か

ワーク・ライフ・バランスの啓発、促進に貢献したか

事業分野における女性、男性の参画の促進に貢献したか

（任意記載）

＜改善した点＞
　平成２８年度入学生の募集にあたり、より多くの方に参加いただけるよう土曜コースを設定した。
　また、調理や地域の伝統技能などの体験学習を取り入れ、地域活動につながる実践的な演習や実習の充実
させるなど、学習内容を見直した。

＜課題・今後改善すべき点＞
　多様な高齢者ニーズに対応した学習内容への見直しと、地域との連携強化。

（任意記載）

★視点３　男女共同参画社会形成への貢献

チェック項目 説明



重点（4）　地域活動における男女共同参画の促進

《第3次千葉県男女共同参画計画》平成27年度事業　評価シート 施策コード 116

１　事業の概要
Ⅱ 基本的な課題 5 施策の方向 ⑤ 施策番号 4

決算額(千円)

105 実績

２　事業の実施結果

３　評価
（1）男女共同参画の視点からのチェック（該当する項目のみ記載）

No. チェック

1

2

3

No. チェック

4

5 ○

6 ○

No. チェック

7

8

9 ○

（2）改善点等

数値目標など

事　業　名 観光人材の育成支援

担　当　課 観光企画課

基本目標
当初予算額（千円） 12,400 6,792

事業の概要・
目的

　東京オリンピック・パラリンピックに向け、世界から多くの外国人の方が訪れることから、県内
観光・宿泊施設の経営者や従業員を対象に研修会を開催し、オールちばでのおもてなし力の向
上を図るとともに、近年ニーズが高まりつつある着地型観光・体験型観光において、重要な役割
を担っている観光ボランティアガイドのスキルアップを図る。

企
画
・
立
案
過
程

★視点１　企画への参画

チェック項目 説明

事業内容や事業の設計が、固定的な性別役割分担を前提
としたものになっていないか

（任意記載）

企画、立案過程で女性、男性双方が参画したか

性に起因する問題に配慮したか（防災・健康分野に係る
もの）

★視点２　受益の公平性

チェック項目 説明

女性、男性双方にとって利用しやすい形態（情報提供、
時間帯、その他の配慮（育児・介護の便宜）等）となっ
ているか

指標名等 千葉県総合計画（研修受講者数）

目標 420人

　今後東京オリンピック・パラリンピックに向け、外国人観光客の更なる増加が見込まれるため、外国人観
光客にも満足いただけるような先進的なおもてなしについて情報共有する研修「海外観光ゲストへのおもて
なし力向上研修」を実施した。また、外国人観光客の受入体制整備を図るため、「外国語観光ボランティア
養成講座」を実施した。【「海外観光ゲストへのおもてなし力向上研修」全6回受講者259名、「外国語観光
ボランティア養成講座」3地域各1回受講者161名】

実
施
結
果
・
効
果

事業を利用・参加した人々の性別データが存在するか

男女のいずれか一方に偏った受益となっていないか

固定的な性別役割分担意識の解消に向けた啓発となった
か

ワーク・ライフ・バランスの啓発、促進に貢献したか

事業分野における女性、男性の参画の促進に貢献したか

（任意記載）

＜改善した点＞
　「外国語観光ボランティア養成講座」について、広く県民に周知し受講対象を拡げるため、県の広報紙に
よる受講者募集を行った。

＜課題・今後改善すべき点＞
　特になし

（任意記載）

★視点３　男女共同参画社会形成への貢献

チェック項目 説明



重点（4）　地域活動における男女共同参画の促進

《第3次千葉県男女共同参画計画》平成27年度事業　評価シート 施策コード 117

１　事業の概要
Ⅱ 基本的な課題 5 施策の方向 ⑤ 施策番号 4

決算額(千円)

10回 実績

２　事業の実施結果

３　評価
（1）男女共同参画の視点からのチェック（該当する項目のみ記載）

No. チェック

1 ○

2

3

No. チェック

4

5 ○

6 ○

No. チェック

7

8

9 ○

（2）改善点等

数値目標など

事　業　名 商店街リーダーの育成支援

担　当　課 経営支援課

基本目標
当初予算額（千円） 1,700 1,352

事業の概要・
目的

　次代を担う若手商業者の養成を目的として、商業経営・商店街運営等に関する講座の開催及
び塾修了者による「商い倶楽部」の実施により、商業者間のネットワークづくりを推進する取組に
対し、事業費を補助する。

企
画
・
立
案
過
程

★視点１　企画への参画
チェック項目 説明

事業内容や事業の設計が、固定的な性別役割分担を前提と
したものになっていないか

（任意記載）

企画、立案過程で女性、男性双方が参画したか

性に起因する問題に配慮したか（防災・健康分野に係るも
の）

★視点２　受益の公平性
チェック項目 説明

女性、男性双方にとって利用しやすい形態（情報提供、時
間帯、その他の配慮（育児・介護の便宜）等）となってい
るか

指標名等 講座回数

目標 10回

　若手商業者の育成を目的とした講座「商い未来塾」を10回開催した。女性7名、男性18名、計25名が参加
し、女性3名、男性10名、計13名が修了（※）した。
　また、塾修了者による「商い倶楽部」を実施し、商業者間のネットワークづくりを推進した。

　※全10回の講座のうち、5割（5回）以上の出席者を修了者としている。

実
施
結
果
・
効
果

事業を利用・参加した人々の性別データが存在するか

男女のいずれか一方に偏った受益となっていないか

固定的な性別役割分担意識の解消に向けた啓発となったか

ワーク・ライフ・バランスの啓発、促進に貢献したか

事業分野における女性、男性の参画の促進に貢献したか

（任意記載）

＜改善した点＞
　平成26年度に比べ、女性参加者及び修了者数が増えた点。

＜課題・今後改善すべき点＞
　多くの若手商業者に参加いただくことが経済活性化にとって重要であることから、若手商業者に対する本
事業の周知の方法を引き続き検討する必要がある。

（任意記載）

★視点３　男女共同参画社会形成への貢献
チェック項目 説明



重点（4）　地域活動における男女共同参画の促進

《第3次千葉県男女共同参画計画》平成27年度事業　評価シート 施策コード 118

１　事業の概要
Ⅱ 基本的な課題 5 施策の方向 ⑤ 施策番号 5

決算額(千円)

― 実績

２　事業の実施結果

３　評価
（1）男女共同参画の視点からのチェック（該当する項目のみ記載）

No. チェック

1

2 ○

3 ○

No. チェック

4 ○

5 ○

6 ○

No. チェック

7

8

9

（2）改善点等

数値目標など

事　業　名 男女共同参画の視点に立った地域の防災対策の促進

担　当　課 防災政策課、消防課

基本目標
当初予算額（千円） 0 0

事業の概要・
目的

　地域コミュニティにおける日常の防災対策及び被災時において、女性への配慮が必要であるこ
とを、『千葉県地域防災計画』、『災害時における避難所運営の手引き』（平成21年度作成）等に
おいて位置づけ、男女共同参画の視点を取り入れた防災体制の確立を図る。

消防団員教育

企
画
・
立
案
過
程

★視点１　企画への参画

チェック項目 説明

事業内容や事業の設計が、固定的な性別役割分担を前提
としたものになっていないか

（任意記載）

企画、立案過程で女性、男性双方が参画したか
防災政策課の担当として、男性１名、女性
１名が参画した。

性に起因する問題に配慮したか（防災・健康分野に係る
もの）

「災害時における避難所運営の手引き」
では、女性（妊産婦含む）への配慮に関
する項目を設けた。

★視点２　受益の公平性

チェック項目 説明

女性、男性双方にとって利用しやすい形態（情報提供、
時間帯、その他の配慮（育児・介護の便宜）等）となっ
ているか

指標名等 ―

目標 ―

　平成２７年度に「災害時における要配慮者及び避難行動要支援者の避難支援の手引き」及び「災害時にお
ける避難所運営の手引き」の改正を行った。

　女性消防団員として、防災活動上必要な知識・技術を修得するため、組織制度・訓練礼式・消防操法・防
火指導・救急などの科目を実施した。【12時間・女性消防団員22名参加】

実
施
結
果
・
効
果

事業を利用・参加した人々の性別データが存在するか

男女のいずれか一方に偏った受益となっていないか

固定的な性別役割分担意識の解消に向けた啓発となった
か

ワーク・ライフ・バランスの啓発、促進に貢献したか

事業分野における女性、男性の参画の促進に貢献したか

（任意記載）

＜改善した点＞
　指定避難所・福祉避難所の制度や基準の追記・修正
　「災害時要援護者」から「災害時における要配慮者」及び「避難行動要支援者」への用語の修正
　在宅避難者への配慮に関する記載の追記

＜課題・今後改善すべき点＞
　今後改訂の際には関係団体等幅広い意見を聴取していく必要があると思慮される。

（任意記載）

★視点３　男女共同参画社会形成への貢献

チェック項目 説明



重点（4）　地域活動における男女共同参画の促進

《第3次千葉県男女共同参画計画》平成27年度事業　評価シート 施策コード 119

１　事業の概要
Ⅱ 基本的な課題 5 施策の方向 ⑤ 施策番号 5

決算額(千円)

２回 実績

２　事業の実施結果

３　評価
（1）男女共同参画の視点からのチェック（該当する項目のみ記載）

No. チェック

1

2

3

No. チェック

4 ○

5 ○

6 ○

No. チェック

7

8

9

（2）改善点等

数値目標など

事　業　名 災害対策コーディネーターの養成・活動支援

担　当　課 防災政策課

基本目標
当初予算額（千円） 100 193

事業の概要・
目的

　災害時にボランティア組織のとりまとめや、行政機関等との連絡調整役を担う災害対策コー
ディネーターを養成するとともに、災害対策コーディネーターが行う啓発活動を支援する。

企
画
・
立
案
過
程

★視点１　企画への参画
チェック項目 説明

事業内容や事業の設計が、固定的な性別役割分担を前提
としたものになっていないか

（任意記載）

企画、立案過程で女性、男性双方が参画したか

性に起因する問題に配慮したか（防災・健康分野に係る
もの）

★視点２　受益の公平性
チェック項目 説明

女性、男性双方にとって利用しやすい形態（情報提供、
時間帯、その他の配慮（育児・介護の便宜）等）となっ
ているか

指標名等 開催回数

目標 ４回（内市町村分３回）

①災害対策コーディネーター養成事業
　市町村事業として３回（市原市、木更津市、袖ケ浦市）開催し、１１１人が新たに災害対策コーディネー
ターとして登録者され、うち女性登録者は１７人であった。
②災害対策コーディネータースキルアップ事業
　災害対策コーディネーター登録者を対象に千葉市内で開催し、７５人の受講者のうち女性受講者は７人で
あった。

実
施
結
果
・
効
果

事業を利用・参加した人々の性別データが存在するか

男女のいずれか一方に偏った受益となっていないか

固定的な性別役割分担意識の解消に向けた啓発となった
か

ワーク・ライフ・バランスの啓発、促進に貢献したか

事業分野における女性、男性の参画の促進に貢献したか

（任意記載）

＜改善した点＞
　県が平成27年度より新設した地域防災力向上総合支援補助金により、市町村が実施する災害対策コーディ
ネーター養成講座に係る費用について支援を行っている。
＜課題・今後改善すべき点＞
　平成27年度末における災害対策コーディネーターの登録者数は885名であり、このうち女性は約18％の159
名という状況である。
　今後も、地域防災力向上総合支援補助金の活用等による市町村での講座開催の増加を目指す。

仕事をしている方も参加しやすいよう、土日
を含む３日間で開催している。

（任意記載）

★視点３　男女共同参画社会形成への貢献
チェック項目 説明


